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８ 参 考 資 料

(1) 「平成28年度電話応対コンクール」の様子
７月６日（水）に公益財団法人日本電信電話ユーザ協会主

催の大会「平成28年度電話応対コンクール（テープ審査）」に
２年生１名が出場した。各企業や事業所などの一般社会人の
参加が多いなか、北海道の高校生として初めて参加した。日
頃学んだビジネスマナーや電話応対スキルを十分に発揮する
ことができた。

(2) 「ホスピタリティ原論（講演）」の様子
９月14日（水）北海商科大学教授 加藤由紀子氏を講師に、

講演会を実施した。講演を通してホスピタリティの基本的性
格について理解を深めることができた。

(3) 「観光関連産業における体験学習」の様子
９月15日（木）札幌観光ブライダル・製菓専門学校におい

て、講師及び在校生の指導のもと、講話及び実習の一部を体
験した。あわせて、百貨店人事担当者による講演も実施した。

(4) 「あつべつ食の文化祭2016」翻訳したチラシの様子
10月27日（木）～28日

（金）の日程で行われた、
札幌市厚別区の「あつべつ
食の文化祭2016」のチラシ
の翻訳（英語・中国語・韓
国語）を担当した。会場及
び周辺ホテルにおいて配布
された。

(5) 「第18回北海道韓国語弁論大会」の様子
11月26日（土）に開催され、「秋

夕には欠かせないソンピョン」
というテーマで発表した。発表
内容について事前の調査・研究
活動が充実しているという点が
評価され銅賞を受賞した。
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(6) インターンシップ事業所アンケート結果について
国際経済科生徒に限定した受入事業所にアンケート調査を実施（８社から回答）

○ 高校生が身に付けることが必要な力については、コミュニケーション能力、接客接
遇能力、パソコン操作力等、基礎的・基本的な力を重視している事業所が多い。

○ ビジネスの専門的な能力の中には「どちらかと言えば必要ない」又は「必要ではな
い」との回答も一定数あることから、高校段階では、基礎的・基本的な能力が必要で
あることが読み取れる。

○ 採用試験で重視する点につ
いては、サークル、ボランテ
ィア活動及び部活動・生徒会
活動を重視していることが分
かった。

○ 採用試験で最も重要視する
点については、一般的なコミ
ュニケーション能力、就労意
欲・職業観や勤労観、協調性
となっている。

○ 資格の重要度においては、
英語、中国語、ハングルの外
国語に関する資格が他の資格
よりも重要視していることが
分かった。本校の科目の履修
を通して、資格取得に挑戦で
きるよう、学習内容の見直し
等、資格取得に向けたさらな
る環境整備を行う。

必要 どちらかといえば必要
どちらかといえば
必要ではない

必要ではない

パソコン操作力（表計算・文書作成） 4 4 0 0
簿記会計に関する力（財務諸表の見方） 0 3 4 0
接客接遇能力（挨拶・マナー） 6 2 0 0
コミュニケーション能力（聞く力・伝える力） 7 1 0 0
ビジネスに必要な法規に関する力（民法，商法，会社法など） 1 1 4 1
ビジネスに必要な経済に関する力 1 1 4 1
マーケティング活動に関する力 1 2 4 0
広告や販売促進に関する力 1 2 4 0
課題設定・解決能力 3 3 1 0
企画・提案能力 3 3 1 0
文章力 3 4 0 0
（総合・国内）旅行管理者資格 1 0 5 1
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○ 国際経済科の生徒に限定した 事業所で実習を行った生徒によるアンケートにおいて、
「インターンシップで得られたこと」の１～17の各項目において、（①強くそう思う+②
そう思う）の割合が88％以上を占めている。一方で（③どちらかといえばそう思わない+
④そう思わない）の割合が12％以上占めている項目があるため、次年度のインターシップ
に向けて、動機付けを含めた事前指導の徹底を図る。

また、「道内企業に対する理解」については約15％（③+④）となっている。事前の企
業研究・企業調査等が十分ではない、又は限られた時間の中で企業の実態を理解するとい
うことの難しさを表した結果となっており、事前学習の充実を図る必要がある。

○ 観光関連産業における体験学習を行った
２年生（78名）を対象に行ったアンケート
において、40%の生徒が、体験実施前と実施
後では将来の職業選択について興味のある
業界が変化したと回答しており、航空業界
を希望したいと回答した者が23名増となっ
ている。体験を通して航空業界に対する具
体的なイメージを持てるようになり、前向
きに検討したいとする生徒が増えたと考え
られる。
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4.学生と社会人の責任の違いを感じた

5.学んできたことが現場でどう生かされるか知ることが…

6.学習意欲が高まった

7.自分に足りないものに気付くことができた

8.仕事に対する興味や関心が高まった

9.業界・職種に対する理解が深まった

10.道内企業に対する理解が深まった

11.視野を広げて進路先を考えるようになった

12.連携や協調性の大切さを感じた

13.マナーや常識の大切さを感じた

14.一般的なコミュニケーションの大切さを感じた

15.外国語によるコミュニケーション能力を向上させる大…

16.主体的・積極的に取り組むことの大切さを感じた

17.挨拶の大切さを感じた
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○ 「ホスピタリティ原論」の講演後、ホス
ピタリティという言葉を知っているという
生徒が増加した。講演による学習を通して
理解が増したものと考えられる。

(7) 国際経済科生徒の実態調査について
平成28年 12月～３月に、国

際経済科各学年の生徒を対象
に実態調査を行った。

○ 国際経済科を志望した理
由については、「外国語を学
べる」との回答が最も多い。
英語、中国語、韓国語も学ぶ
ことのできる国際経済科の特
徴を理解して入学したことが
うかがえる。

○ 国際経済科に入学して良
かったことに関しては「外
国語の授業」の満足度が高
い。

(8) 職業能力に関する調査
平成28年度卒業生からの回収率は、前

年度卒業生よりも上昇した。回答がなか
った卒業生に対し、電話連絡により協力
を呼びかけ回収率の上昇につなげること
ができた。

○ 「高校時代の求職活動で重視
した条件（複数回答可）」につ
いて、平成27年度卒業生の回答
と平成28年度卒業生の回答を比
較したところ、ともに上位３つ
は、「労働時間・休 日・休暇」、
「年収（賃金）」、「仕事の内容」
であった。

また、「福利厚生」を重視し
た生徒は平成27年度卒業者は５
名だったが、平成28年卒業者は
13名であった。加えて28年度卒
業生には、「女性を活用する職
場かどうか」「昇進やキャリア
の将来性」と回答する生徒もい
た。
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○ 「早期離職を防ぐために学校が行うこととして大切だと思うもの選んでください」につ
いて、平成27年度卒業生が卒業時と１年経過後にどのように変容しているかを比較した。
変容が大きかった項目は、「企業説明会を多く開催すること」についてであり、回答が大
きく減少した。また、その他の回答にも変化が見られたため、社会人１年目と２年目では
職業生活の受け止め方や考え方に変化が生じていることを印象付ける結果となっている。

(9) 北海道通信（平成28年12月26日）
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